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津田公尚（スクールリーダーシップ開発専攻） 
教師は渡し守 
1. 教育を考える一言 
「職業人として徹したい」 
 
2. 背景 
 まさに「自分のしている仕事は何かという反省がわき、いかにもむなしいものを自分に感じ、
教師としてのぐらつきを感じ」（p65）ていたときに、大村はまさんの『教えるということ』に出
会いました。この本の中で大村はまさんは「職業人として徹したい」（p90）と話し、「ほんもの
の教師」を私に教えてくれました。 
 
3. 考察 
例えば、こどもに書く力をつけたいと思ったときに、「日記を始終つけてごらん」といった指示
する言い方は素人でも言え、素人では言えないことを言い子どもに書く力をきちんとつけるのが
専門職の教師だ（pp92-95）と大村さんは言います。そして、教師という職業人としての技術、
専門職としての実力をもつことが子どもを幸せにする唯一の方法で、それ以外のことはみんな第
二流のことであり、しっかり教えられなければ、頭をなでても、一緒に遊んでやっても、それは
たいした値打ちをもたないのだ（pp87-88）と言います。また、「卒業生がいつでも先生、先生と
慕ってくれるのはなによりもうれしい。」とか、そのとき、「先生ほど楽しい職業はない。」と思う
とかいうことばを聞くことがあるが、私は卒業生に自分のことは忘れてほしいと思っている。私
は渡し守みたいな者だから、「どうぞ新しい世界で、新しい友人を持って、新しい教師について、
自分の道をどんどん開拓していきますように。」そんなふうに子どもを見送っている。だから、子
どもたちに対する現場の考え方については、「甘い」という気がする。甘ったるい感情や愛情とい
うものの中に安住して「教師が楽しい」という人の「楽しい」ということばの中味を私はじいっ
と考えざるを得ない。（pp57-58）とも話します。 
 つまり、子どもをかわいがって、子どもとともに幸せに暮らすことのみが職業ではなく、子ど
もを一人で生き抜く人間に鍛えあげることが教師としての職業であり（pp77-78）、一人で子ども
がこの世の中を生き抜くために（国語教師なら）平常の、聞いたり、話したり、書いたりするの
に事欠かない、何の抵抗もなしにそれらの力を活用していけるように指導するのが、教師の子ど
もに捧げる最大の愛情であり、職業人として徹するということだ（p91）と話すのです。 
お互いを許しやすく、甘えやすく、言いわけが過ぎ、自己に責任をとらないことが多くある学
校社会（p58）の中にいる私にとって「職業人として徹したい」ということばは「教育を考える
一言」として常に心の中にあり、光を灯しています。 
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